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―― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 ―― 
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日本薬局方 アラセプリル錠 

 
このたび、標記製品の「使用上の注意」を自主改訂いたしました。 

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 

【改訂内容】改訂箇所を抜粋 

改訂後（   ：追記・変更箇所） 改訂前（   ：削除・変更箇所） 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.3 （略） 
2.4 デキストラン硫酸固定化セルロース、トリプト

ファン固定化ポリビニルアルコール、フェニルアラ

ニン固定化ポリビニルアルコール、又はデキストラ

ン硫酸及び L-トリプトファン固定化セルロースを

用いた吸着器によるアフェレーシスを施行中の患

者［10.1 参照］ 

2.5～2.7 （略） 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.3 （略） 
2.4 デキストラン硫酸固定化セルロース、トリプト

ファン固定化ポリビニルアルコール又はポリエチ

レンテレフタレートを用いた吸着器によるアフェ

レーシスを施行中の患者［10.1 参照］ 

 

 

2.5～2.7 （略） 
10. 相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 
臨床症状・措

置方法 
機序・危険因子 

（略） 

デキストラン硫酸固定

化セルロース、トリプト

ファン固定化ポリビニ

ルアルコール、フェニル

アラニン固定化ポリビ

ニルアルコール、又はデ

キストラン硫酸及び L-
トリプトファン固定化

セルロースを用いた吸

着器によるアフェレー

シスの施行 

リポソーバー®、リポ

ソーバー®LA-15、セ

レソーブ®、イムソー

バ®TR、イムソーバ®、

レオカーナ® 

［2.4 参照］ 

ショックを起

こすことがあ

る。 

陰性に荷電した

これらの吸着材

により血中キニ

ン系の代謝が亢

進し、本剤によ

りブラジキニン

の代謝が妨げら

れ蓄積すると考

えられている。 

（略） 
 

10. 相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 

臨床症状・措

置方法 
機序・危険因子 

（略） 

デキストラン硫酸固

定化セルロース(リポ

ソーバー®、セレソー

ブ®)、トリプトファン

固定化ポリビニルア

ルコール(イムソーバ

TR®)又はポリエチレ

ンテレフタレート(セ

ルソーバ®)を用いた

吸着器によるアフェ

レーシスの施行 

［2.4 参照］ 

ショックを起

こすことがあ

る。 

陰性に荷電した

デキストラン硫

酸固定化セルロ

ース、トリプトフ

ァン固定化ポリ

ビニルアルコー

ル又はポリエチ

レンテレフタレ

ートにより血中

キニン系の代謝

が亢進し、本剤に

よりブラジキニ

ンの代謝が妨げ

られ蓄積すると

考えられている。 

 

 

（略） 
 

 
次頁に改訂理由を記載していますので、あわせてご参照ください。 

使用上の注意改訂のお知らせ 
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【改訂理由】 自主改訂 

 2.禁忌、10.1 併用禁忌に記載している吸着器の材質に「フェニルアラニン固定化ポリビニルアルコー

ル」、「デキストラン硫酸及び L-トリプトファン固定化セルロース」を追記し、10.1 併用禁忌の吸着器

の販売名に「イムソーバ®」、「レオカーナ®」を追記。 

10.1 併用禁忌に「リポソーバー®LA-15」を追記。 

 吸着材にフェニルアラニン固定化ポリビニルアルコールを用いた吸着器（販売名：イムソー

バ®）、デキストラン硫酸及び L-トリプトファン固定化セルロースを用いた吸着器（販売名：

レオカーナ®）は、陰性に荷電した吸着剤を使用した吸着器であり、本剤とは併用禁忌に該当

するため、禁忌、併用禁忌に追記しました。 

 デキストラン硫酸固定化セルロースを使用した吸着器の販売名に「リポソーバー®LA-15」を

追記しました。 

 2.禁忌、10.1 併用禁忌の吸着器の材質「ポリエチレンテレフタレート」を削除し、10.1 併用禁忌の

吸着器の販売名の「セルソーバ®」を削除。 

 ポリエチレンテレフタレートを用いた吸着器（セルソーバ®）は販売中止されているため、削

除しました。 

 10.1 併用禁忌の「薬剤名等」、「機序・危険因子」の記載整備 

 「薬剤名等」欄の冒頭に吸着材の材質名を列記し、続けて販売名をまとめて記載しました。 

 「機序・危険因子」に列記していた吸着材の材質名を「これらの吸着材」とまとめて記載し、

表現を整備しました。 

 
なお、PMDA 医療安全情報 No.68（2024 年 2 月）に、本剤含むアンジオテンシン変換酵素阻害薬（ACE

阻害薬）と陰性に荷電した血液浄化器の相互作用について注意喚起がなされていますので、そちらもご参照

ください。 

PMDA 医療安全情報 No.68「ACE 阻害薬服用患者の血液浄化時の注意について」

（https://www.pmda.go.jp/files/000266452.pdf） 

 

 

 

 

 

 

このお知らせ及び最新の電子化された添付文書は、弊社の医療関係者向けサイト（アドレス：https://sumitomo-pharma.jp/）で 
ご覧になれます。この改訂内容は医薬品安全対策情報（DSU）No.330 に掲載され、PMDA メディナビで配信される予定です。 
また、添付文書閲覧アプリ「添文ナビ®」で以下の GS1 バーコードを読み取ることで、PMDA ホームページ上の最新の電子化され 
た添付文書や関連情報をご覧いただけます。 

当該製品の GS1 バーコードはこちら 

セタプリル®錠 
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